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審査 の 結果の 要旨
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本研究は
,

生体における骨の 荷重変形測定を正確且 つ 定量的に行い 骨の 力学的特性を検

出 し ､ 骨癒合判定を可能にす る診断装置を開発する こ とを目的と したも の で ､ 下記 の 結果

を得て い る ｡

1 . 基礎実験に おい て 骨計測用に改良された エ コ ー トラ ッ キ ング装置が骨癒合過程

の 骨の変形を検出す る の に十分な精度を有する ことを明らかに し､ 臨床における

剛性 ･ 粘性測定の 可能性を示 した ｡

2 . 臨床で は創外固定器症例にお い て プロ ー ブを創外固定器に 固着され る こ とで仮

骨部分 を直接計測 し定量評価す る こ とが可能で あ っ た｡
そ の 結果 , 剛性に つ い て

は骨癒合に伴う定量的な経時変化を検出し､ 粘性に つ い て も定性的ではあるが経

時変化を検出可能で あっ た｡ 塑性は断片的で はあるが , 症例 ごと の仮骨部の 定量

評価をす る こ とが可能で あ っ た｡
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3 . 創外固定器使用症例以外 の 臨床症例で 臥 3 点曲げ計測法を用 いギプス に よる保

存療法例 ､ 髄内釘とプレ
ー トによる内固定手術療法例におい て , 剛性の 定量評価

を可能と し骨癒合の進行と遷延が判断可能で あ っ た ｡
また､

エ コ ー トラ ッ キング

測定 を行う こ とで 骨折の 癒合経過を把握出来, 無用な レン トゲン撮影を 一 部省略

可能で あ っ た｡ 既存の骨癒合判定法にお い て非侵襲に骨の 力学的侍性を高精度に

定量評価出来たも の はなく こ の ET 測定により初めて 測定が可能とな っ た｡

以上 ､ 本論文は超音波エ コ ー トラ ッ キ ング法を用 い
,

生体における骨の荷重変形測定

を行い
､ 臨床測定で初めて 非侵襲に生体骨の力学的特性を高精度に定量評価する こ とに

成功した｡ 本研究は骨折治療の臨床におい て骨癒合の 進行と遷延を判断可能な新たな診

断方法 と して 今後の 重要な貢献をなす と考えられ ､ 学位の 授与に値する もの と考えられ

る
｡
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